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　厚
生
労
働
大
臣

表
彰
は
、
健
全
な

事
業
運
営
を
行
い
、

他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
消
費
生
活

協
同
組
合
（
連
合

会
）
及
び
組
合
役

員
に
対
し
て
、
そ

の
功
績
を
た
た
え

労
苦
に
報
い
る
と

と
も
に
、
併
せ
て

組
合
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　消
費
生
活
協
同

組
合
法
施
行
の
周

年
記
念
事
業
と
し

て
5
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
、
75
周
年

を
迎
え
る
今
年
は
、

全
国
で
31
団
体
、

個
人
29
人
が
受
章

し
て
い
ま
す
。

石川県勤労者共済生協 黒谷理事長（左）と長谷川顧問

　石
川
県
の
受
章
団
体
及
び
個
人

【
団
体
】
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　理
事
長

　黒
谷 

治
夫

〇
功
績

　62
年
間
継
続
し
て
適
正
か
つ
円
滑
に
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。
多

発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
で
の
住
宅
損
壊

等
に
よ
る
経
済
的
困
窮
を
防
ぐ
た
め
の
保
障
の

必
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
被
災
組
合
員
に
対
す
る
訪
問
被
災

調
査
・
お
見
舞
い
活
動
の
経
験
に
基
づ
く
防
災

減
災
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の
安

全
・
安
心
に
寄
与
し
て
い
る
。

【
個
人
】
長
谷
川 

隆
史

元
石
川
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

　会
長
理
事

（
現
　同
連
合
会
顧
問
）

〇
功
績

　石
川
生
活
協
同
組
合
、
コ
ー
プ
い
し
か
わ
、

石
川
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
を
25
年

以
上
続
け
、
生
活
協
同
組
合
の
健
全
な
発
展
と

社
会
的
認
知
度
の
向
上
に
貢
献
し
、
他
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
す
す
む
「
能

登
」
に
焦
点
を
あ
て
、
地
域
の
生
産
者
や
行
政
、

消
費
者
な
ど
と
と
も
に
「
能
登
」
の
食
材
を
使

用
し
た
商
品
開
発
を
す
す
め
る
「
の
と
も
〜
る

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
そ

の
普
及
を
通
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

（
生
協
連
専
務
理
事

　浅
田

　晋
一
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
章
！

表
彰
式
　●
日
時
　2
0
2
3
年
10
月
23
日（
月
）

　
　
　
　●
会
場
　ベ
ル
サ
ー
ル
虎
ノ
門（
東
京
都
）
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石
川
県
生
協
連
会
長
理
事
と
し
て
5
年

間
の
在
任
中
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
陰
様
で
な
ん
と
か
務
め
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら

1
年
以
上
経
ち
未
だ
に
戦
禍
は
や
み
ま
せ

ん
。
ま
た
、
最
近
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ

ザ
地
区
の
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力

紛
争
で
多
数
の
市
民
の
犠
牲
が
出
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
歴
史
的
な
経
過
は
あ
り
ま

す
が
、
憎
し
み
殺
し
合
い
の
連
鎖
は
ど
こ

か
で
断
ち
切
ら
な
い
と
悲
し
み
が
多
く
な

る
ば
か
り
で
す
。

　
近
況
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
全
国

を
周
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
明
け
で
よ
う

や
く
念
願
の
イ
タ
リ
ア
ツ
ア
ー
に
行
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
は
近
所
の
居
酒
屋
や

バ
ー
に
よ
く
外
国
人
観
光
客
が
来
て
い

て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

ス
ラ
エ
ル
や
イ
ン
ド
や
中
南
米
の
人
も

い
て
び
っ
く
り
。
世
界
の
人
と
仲
良
く

す
る
こ
と
が
平
和
に
繋
が
る
と
の
思
い

で
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
ん

な
感
じ
で
可
能
な
限
り
楽
し
く
生
き
れ

た
ら
幸
い
で
す
。

（
生
協
連
顧
問
　
長
谷
川 

隆
史
）

　
2
0
2
3
年
7
月
28
日（
金
）に
、
石

川
県
立
音
楽
堂
　

邦
楽
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
活
協
同

組
合 

第
68
回
通
常
総
代
会
」
を
開
催

し
、
2
0
2
2
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

2
0
2
3
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
す
べ

て
の
議
案
が
承
認
・
決
定
さ
れ
盛
会
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
度
は
、
引
き
続
き
組
合

員
の
拡
大
、
出
資
増
強
を
は
か
り
ま

す
。
ま
た
、
総
合
（
慶
弔
）
共
済
の
ほ

か
、
連
合
会
の
各
種
共
済
事
業
に
関
す
る

普
及
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
員
改

選
を
お
こ
な
い
、
定
款
お
よ
び
役
員
選
挙

規
約
に
も
と
づ
き
理
事
長
を
は
じ
め
理
事

20
名
、
監
事
３
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
理
事
長
・
代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
黒
谷
　
治
夫
（
新
任
）

　
専
務
理
事
　
宮
澤
　
裕
二
（
重
任
）

　
　（
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協

　
赤
松
　
智
代
）

イタリアのコロッセオをバックに！

長
谷
川
顧
問

生
協
連
第
58
回
通
常
総
会 （
2
0
2
3
年
6
月
19
日
開
催
） 

で
会
長
理
事
を
退
任
、

顧
問
に
就
任
し
た
長
谷
川
隆
史
氏
に
、近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
68
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

石
川
県
勤
労
者
共
済
生
活
協
同
組
合

退任の挨拶をする長谷川氏

総代会で挨拶する野村理事長

新役員挨拶の様子

近
況
報
告



生
協
の
平
和
の
取
り
組
み
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生
協
連
が
事
務
局
を
務
め
る
反
核
・
平

和
お
り
づ
る
市
民
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

で
は
、
7
月
29
日（
土
）、
金
沢
市
卯
辰
山

玉
兎
ヶ
丘
「
平
和
の
子
ら
」
像
前
で
4
年

ぶ
り
に
ピ
ー
ス
デ
イ
2
0
2
3
を
開
催
し

ま
し
た
。
石
川
県
知
事
馳
浩
氏
か
ら
力

強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
平
和
サ
ー
ク

ル
「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」の
皆
さ
ん
他
5

名
に
よ
る
原
爆
詩
の
朗
読
、「
で
え
げ
っ
さ

あ
」
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
平
和
へ
の
想

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
平
和
の
パ
ネ
ル
展
は
8
月
2
日（
水
）〜

16
日（
水
）、
石
川
県
庁
19
階
展
望
ロ
ビ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で

西
本
多
美
子
さ

ん
の
被
爆
体
験

と
平
和
活
動
を

紙
芝
居
に
し
た

『
た
み
ち
ゃ
ん

の
ノ
ー
モ
ア
ヒ

ロ
シ
マ
』
が
初

披
露
さ
れ
ま
し

た
。
 

■
コ
ー
プ
い
し
か
わ

　
8
月
18
日（
金
）、
い
し
か
わ
子
ど
も
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
「
親
子
で
聴
こ
う
　

ピ
ー

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を
全
国
に

運
び
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
す
る
ピ
ア
ノ
調
律

師
で
あ
る
矢
川
光
則
氏
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
78
年
前
に
広
島
で
実
際
に
被
爆
し

た
ピ
ア
ノ
に
接
し
、
そ
の
音
色
に
よ
る
音

楽
を
親
子
で
楽
し
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
内
で
は
、
被

爆
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
上
映
し
、

音
楽
を
楽
し
み
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

「
音
楽
と
平
和
」
を
融
合
さ
せ
た
企
画
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
親
子
で
、
と
い
う
企

画
が
う
れ
し
か
っ
た
。
被
爆
ピ
ア
ノ
を
間

近
で
見
て
音
色
を
聴
け
る
な
ん
て
、
す
ご

く
貴
重
な
体
験
で
し
た
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
平

和
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

（
コ
ー
プ
い
し
か
わ
　
田
谷
　

英
里
佳
）

 

■
金
沢
医
療
生
協

　
10
月
15
日（
日
）、
卯
辰
山
公
園
健
康
交

流
セ
ン
タ
ー
「
千
寿
閣
」
に
て
、
医
師
・

中
村
哲
氏
の
現
地
活
動
35
年
の
軌
跡
、

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」（
D
V
D

版
）
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
35

年
に
渡
り
、
病
や
貧
困
に
苦
し
む
人
々
に

寄
り
添
い
続
け
た
中
村
哲
医
師
と
同
行
者

5
名
が
、
2
0
1
9
年
12
月
4
日
に
銃
撃

さ
れ
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

中
村
医
師
が
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
井
戸

堀
、「
用
水
路
」
事
業
の
軌
跡
を
、
多
く
の

組
合
員
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
上

映
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
医

師
の
「
1
0
0
の
診
療
所
よ
り
１
本
の
用

水
路
を
」
と
挑
戦
を
描
い
た
こ
の
映
画
を

地
域
で
も
広
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考

え
、
平
和
な
世
界
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
写
真
提
供
：
日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
社
】

　
（
金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合

専
務
理
事
　
柴
原
　

ひ
ろ
み
）

紙芝居上演

親子84名が参加

原爆詩の朗読

故 中村哲医師

中村医師が
携わった
「用水路」

2023年

生
協
の
平
和
の
取
り
組
み

ピースデイで挨拶する
馳知事



「
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」に
出
展
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●
日
　時
　2
0
2
3
年
9
月
26
日（
火
）

●
形
　態
　オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

●
テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
貧
困
」

　
最
初
に
、
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
人

間
科
学
系
人
間
社
会
環
境
研
究
科
地
域

創
造
学
専
攻
　

田
邊
浩
教
授
か
ら
、
平
成
30

年
に
実
施
し
た
「
子
ど
も
の
生
活
に
関
す

る
実
態
調
査
」
か
ら
、
具
体
的
な
数
字
に

基
づ
き
見

え
て
き
た

子
ど
も
た

ち
の
生
活

の
実
態
に

つ
い
て
報

告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
次
に
「
N
P
O
法
人
子
育
て
支
援
は

ぐ
は
ぐ
　
そ
の
ま
ま
で
い
い
よ
」
の
水
島

栄
美
子
理
事
長
か
ら
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の

活
動
に
つ

い
て
報
告

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　職
員
研
修
会
に
参
加
し
て

　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
現
在
の
状
況
を
数

値
で
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
御
さ
ん
へ

の
支
援
を
実
際
に
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い

る
N
P
O
法
人
の
方
か
ら
お
話
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
勤
め
先

の
比
較
的
近
く
で
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
知
り
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

　
調
査
の
状
況
や
実
際
の
お
話
を
聞
く

と
、
お
子
さ
ん
の
親
御
さ
ん
自
身
が
相
対

的
貧
困
を
経
験
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
お

子
さ
ん
に
影
響
し
て
い
た
り
、
親
御
さ
ん

が
精
神
疾
患
を
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
社
会

的
自
立
が
難
し
い
場
合
な
ど
も
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
に
は
「
自
分
だ
け
の

力
で
は
な
か
な
か
状
況
を
変
え
る
こ
と
が

出
来
な
い
」
と
い
う
感
じ
が
あ
る
よ
う
な

気
が
し
て
、
そ
れ
を
当
事
者
一
人
で
解
決

す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
こ
と
だ
ろ
う

な
と
感
じ
ま
し
た
。
社
会
全
体
で
解
決
で

き
る
よ
う
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
何
か
出
来
な
い
か
を
考
え
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

（
金
大
生
協
　
杉
本
　
恭
子
）

　
生
協
連
・
コ
ー
プ
い
し
か
わ
の
ブ
ー

ス
で
は
、「
生
協
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
エ
シ

カ
ル
消
費
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
と

コ
ー
プ
の
エ
シ
カ
ル
商
品
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
へ
は
エ
シ
カ
ル
消
費

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　環
境
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て

　
「
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
」
に
４
年

ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
協
連
・
コ
ー
プ
い
し
か
わ
の
ブ
ー

ス
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
粗
品
と
し
て
ミ
ッ
ク
ス
キ
ャ

ロ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
企
画
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
に
つ
い
て
呼
び
か
け

を
行
い
、
家
族
連
れ
の
来
場
者
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
お
昼
近
く
に
は
準
備
し

て
い
た
用
紙
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
ミ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ロ
ッ
ト
を
受
け
取
っ

た
消
費
者
の
方
か
ら
「
こ
れ
、
昔
よ
く

飲
ん
ど
っ
た
」「
子
ど
も
は
こ
れ
が
大

好
き
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
出
展
を
通
じ
て
消
費
者
の
方
と
の

接
点
づ
く
り
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
コ
ー
プ
北
陸
　
森 

田
　  

満
）

生協連・コープいしかわのブース

田邊教授水島理事長

●
2
0
2
3
年
8
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

●
石
川
県
産
業
展
示
館
4
号
館

「
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」に
出
展

2
0
2
3
年
度 

第
１
回
役
職
員
研
修
会

2
0
2
3
年
度 

第
１
回
役
職
員
研
修
会
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●
日
　時
　2
0
2
3
年
10
月
13
日（
金
）

●
会
　場
　ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

　
本
会
議
は
、
東
海
北
陸
６
県
（
岐
阜
・

静
岡
・
三
重
・
富
山
・
愛
知
・
石
川
）
の

行
政
と
生
協
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
1
9
7
8
年
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
、
行

政
か
ら
は
消
費
者
行
政
の
取
り
組
み
、
生

協
か
ら
は
行
政
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
他

県
の
取
り
組
み
を
知
り
、
今
後
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
情
報
共
有
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
岐
阜
県
に
お
い
て
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
４
年
ぶ
り
の
実
参
加

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

各
県
行
政
報
告

　
各
県
の
消
費
者
行
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
の
消
費
生
活
相
談
件
数

が
昨
年
に
比
べ
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
化
粧

品
」「
通
信
販
売
」
に
関
す
る
相
談
が
増
加

し
て
い
る
点
が
共
通
の
特
徴
で
し
た
。
ま

た
、
静
岡
県
・
愛
知
県
で
の
生
協
と
連
携

し
た
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
の
普
及
啓
発
活

動
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
エ
シ
カ
ル

×
あ
い
ち
マ
ル
シ
ェ
に
コ
ー
プ
あ
い
ち
が

出
展
す
る
等
）
が
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
県
報
告

　
行
政
と
生
協
で
す
す
め
る
飛
騨
市
の
取

り
組
み
と
し
て
、
飛
騨
市
役
所
よ
り
コ
ー

プ
ぎ
ふ
と
連
携
し
た
「
地
域
複
合
サ
ロ

ン
」（
買
い
物
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
）「
貨
客
混
載
事
業
」（
移
動
販
売
事

業
の
終
了
に
伴
う
路
線
バ
ス
の
実
証
実
験

を
経
て
の
取
り
組
み
）
な
ど
実
践
報
告
が

さ
れ
、
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
生
協
と
行

政
が
さ
ら
に
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
生
活
様
式
や
暮
ら
し
の
諸

課
題
に
対
応
し
て
い
け
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。（

生
協
連
専
務
理
事
　
浅
田
　
晋
一
）

　
基
調
講
演
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
専
務
理
事
の
阿
部

知
幸
氏
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
岩
手
県
に
入

り
、
被
災
者
支
援
の
中
で
フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
、
さ
ら
に
東
北

6
県
11
団
体
を
つ
な
ぐ
東
北
フ
ー
ド
バ

ン
ク
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
立
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
お
聞
き
し
、
北
陸
で
も
県
域

を
越
え
た
連
携
を
模
索
中
で
、
参
考
に

な
る
先
進
事
例
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
金
沢
市
環
境
政
策
課
主
任
の

加
藤
萌
子
氏
か
ら
市
の
食
品
ロ
ス
削

減
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
等
の
支
援

に
つ
い
て
、
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
推
進
室
長
の
灰
田
さ
ち
氏
か
ら

市
民
・
企
業
を
つ
な
い
で
の
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
い
し
か
わ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
ネ
ッ
ト

　
理
事
　
青
海
　

万
里
子
）

講演する阿部知幸氏

報告するツエーゲン金沢の灰田さち氏

会議に行政、生協から56名が参加

第
45
回 

東
海
北
陸
生
協
行
政
合
同
会
議

第
45
回 

東
海
北
陸
生
協
行
政
合
同
会
議

2
0
2
3
年
度 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
3
年
度 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
　時
　2
0
2
3
年
8
月
29
日（
火
）

●
会
　場
　石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

●
テ
ー
マ
「
多
様
な
つ
な
が
り
で
紡
ぐ
食
を
通
じ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
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　今回、編集後記の原稿依頼が来て大変困りました。なぜなら、私はこのような事に携わったことがありません。そもそも編集後記って何だ？何者？と思いパソコンを立上げ、Googleで調べてみた。そうすると編集を終えての感想、取材時の苦労話。発刊でお世話になった方へのお礼などを書くのが一般的で決まりはないとありました。また文面は短く、優しい言葉を使うと良いが身内ネタはＮＧ。知らないことを知る。いい経験です。今後、このような依頼があったら、この経験を活かして書けるかな？と思いました。
生協連だより広報委員　学校生協　宮田　正武

　詩集や短歌に全く詳しくないのですが、書店で目に
とまり手に取った本です。きれいな蒼緑色の装丁です。
「歌集副読本」とあるように、これは歌人岡本真帆と
上坂あゆ美が、互いの著書である歌集『老人ホームで
死ぬほどモテたい』（著：上坂あゆ美）・『水上バス浅
草行き』（著：岡本真帆）を、どう読み感じ受け止めた
かが書かれています。同年代で親しい間柄のお二人
がそれぞれの人柄にも言及していて、とても興味深く
読むことができました。
　読み進めていくうちに、この印刷された言葉たちの
向こうにきちんと人間がいることが感じられます。そ
の情景が浮かび、寂しさやうれしさや苦々しさ等、
色々な感情の中に漂うような体験は、時間がゆったり
とすすむ秋にぴったりです。海辺で読むとなお良しで
す。海辺でなくとも、森の中でも、空を眺めながらで
も、ふとんに入りながらでも良しです。ぜひ読んでみて
ください。

金沢大学生活協同組合　井上　恵里

歌集副読本
『老人ホームで
死ぬほどモテたい』と
『水上バス浅草行き』
を読む

県生協連活動日誌
●　8月　2日（～16日）
　　　　　　 平和のパネル展（県庁19階展望ロビー）
　　　　　　 オープニングセレモニー（10:30～11:30）
●　8月　2日　第1回三役会▶古府センター会議室
●　8月　7日　第1回事業団体連絡会議▶フレンドパーク石川
●　8月16日　平和のパネル展片付け
●　8月18日　第2回非常用通信機器訓練
●　8月26日～27日　いしかわ環境フェア2023
　　　　　　 ▶石川県産業展示館4号館
●　8月29日　フードバンクフォーラム
　　　　　　 ▶石川県女性センター及びオンライン
●　8月30日　協同組合学習交流会第3回準備会
　　　　　　 ▶石川県農業会館
●　8月30日　第4回反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　8月31日　消費者支援ネットワークいしかわ第3回理事会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年交流センター

●　9月　1日　第4回労福協理事会▶フレンドパーク石川
●　9月　6日　第3回理事会▶生協連事務所及びWeb会議
●　9月11日　第2回広報委員会▶Web会議
●　9月12日　第3回企画運営委員会▶Web会議
●　9月13日　いしかわフードバンク・ネット第2回理事会
　　　　　　 ▶石川県社会福祉協議会
●　9月20日　県連活動交流会▶Web会議
●　9月26日　第1回役職員研修会▶オンライン研修
●　9月26日　消費者支援ネットワークいしかわ第2回消費者部会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年交流センター
●　9月27日　労福協　自治体担当者会議
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●　9月27日　連合石川地方議員団との意見交換会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●　9月28日　関西地連第２回運営委員会▶Web会議

●10月  6日　第2回三役会▶古府センター会議室
●10月12日　農福連携フォーラム▶Web会議
●10月13日　第45回東海北陸生協行政合同会議▶岐阜県
●10月18日　いしかわフードバンク・ネット第5回運営委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●10月23日　厚生労働大臣表彰　授与式▶東京
●10月23日　第3回石川県消費者大会実行委員会▶Web会議
●10月25日　第2回監事会▶古府センター会議室
●10月26日　石川県防災総合訓練第3回打ち合せ会議▶石川県庁
●10月30日　食品ロス削減全国大会▶金沢市文化ホール

●11月　1日　第4回理事会▶生協連事務所及びWeb会議
●11月10日　第53回石川県消費者大会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター及びオンライン
●11月12日　第64回石川県防災総合訓練▶能登町
●11月13日　2023年度協同組合学習交流会▶石川県農業会館
●11月14日　第４回企画運営委員会▶Web会議
●11月14日　第3回非常用通信機器訓練
●11月18日　石川労福協　創立60周年記念講演
　　　　　　 ▶石川県女性センター
●11月30日　関西地連第3回運営委員会、第2回県連活動推進会議
　　　　　　 ▶Web会議

8
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ナナロク社


